














The Effect of Stationary Bicycle Exercise on Leg Edema Reduction 
























































































































































































































































A 1 2 1
B 1 0.5 2
C 4 3 4
D 3 2 4
























































対象者 足 初回 4週後 初回 4週後 初回 4週後
A
右 24.5 26 29 33 31 33
左 25 26 29 28 32 30
B
右 23.5 22 23 22 29 29
左 25 23 25 24 30 27.3
C
右 25 25 25 26 38 37.5
左 27 26 27.5 26 37 37
D
右 24 23 26 26 29.5 28.7
左 25.5 23.5 24.5 27 30 28
E
右 27 26.5 23.7 23 32.5 32
左 26.5 26.5 28 26.3 34 37
部位別平均値（ｃｍ） 25.3 24.7 26.1 26.1 32.3 32
p 0.178 0.922 0.547
表４　下肢周囲径測定結果
対応ありｔ検定　（p<0.05）
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性浮腫が混在していたと考えられ，特に全身性浮腫の中
でも，心性浮腫，腎性浮腫，栄養障害性浮腫12）と各対
象者で原因が異なっていた可能性が考えられる。高齢者
の浮腫の特徴として，必ずしも全身の体液が増加してい
ない場合や，血管内の脱水を合併していることがある4）
ため，医学的な治療の必要のない方へ保健指導を行う際
にも，浮腫の原因の把握が大切であり，原因に合わせた
指導が求められる。今回実施した運動指導は局所性浮腫
の中でも静脈性浮腫とリンパ性浮腫には効果的である可
能性があり，対象選定の条件と年齢，実施可能性を考慮
した運動指導内容の検討が今後の課題である。
　上記以外の研究の限界として，対象とした施設数が限
定的で対象者が少なかったこと，介護者への研究協力依
頼を十分に行えなかったことが挙げられる。また，使用
機器の妥当性の検証も課題である。安全性について科学
的に証明されたものではなかったこと，ルームサイクル
という名称で販売されている他の商品は本研究で使用し
た機器の４倍以上の値段のものもあり，使用機器により
効果が変化する可能性もある。使用台数が１台であった
ことも研究結果に影響を与えた可能性も考えられる。
Ⅴ．結語
　下肢のみに持続した浮腫がある要介護高齢者に対し，
座位で使用できる自転車エルゴメーターを用いて浮腫軽
減を目的とした運動指導を実施した。認知症の対象者に
若い日の記憶を想起させるなどの効果はあったが，毎日
の継続的な運動実施や本人の意思による運動実施は困難
であった。そのため，浮腫の軽減効果の検証まで至らな
かった。自転車こぎ運動は要介護高齢者でも実施が可能
であったが，継続した運動実施には介護者の積極的な関
わりが必要であることが示唆された。
利益相反（COI）：本論文に関して開示すべき利益相反
状態は存在しない。
謝辞：本研究を実施するにあたりご協力頂きましたＡ法
人理事長，介護施設職員の皆様，対象者の皆様に厚く御
礼申し上げます。
引用文献
1）内閣府:…高齢者白書平成28（2016）年度版，http://
www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/index-w.html…
（参照2017.5.1）
2）厚生労働省:…平成28年国民生活基礎調査，http://www.
mhlw.go.jp/toukei/list/20-21.html（参照2017.5.1）
3）公益社団法人日本整形外科学会:新概念「ロコモティ
ブシンドローム（運動器症候群）」，https://www.joa.
or.jp/public/locomo/…（参照2017.4.28）
22
巽　　　夕　起
